
























妊娠中毒症の根治的療法は妊娠の中絶に依るしかない。従って食餌・薬物療法は何れも病

態の悪化を防ぐ手段としての管理に留まらざるを得ない。 

本細分課題に関する研究は,本症の基本的管理である安静療法とともに栄養管理に関する

見解を纏めてきたが,本年度は薬物療法の現況を調査し,その問題点を明らかにするととも

に,過去にみられた母体中心の薬物療法から,母児両面よりみた安全管理としての薬物療法

の在り方を検討すべく作業を行った。 


